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   Ｃ ２ ２ Ｃ   38/14     (2006.01)
【 Ｆ Ｉ 】
   Ｃ ２ １ Ｄ    9/46          Ｇ
   Ｂ ２ １ Ｂ    1/22          Ｋ
   Ｂ ２ １ Ｂ    1/22          Ｍ
   Ｂ ２ １ Ｂ    3/00          Ａ
   Ｃ ２ ２ Ｃ   38/00    ３ ０ １ Ｒ
   Ｃ ２ ２ Ｃ   38/14          
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 5月 30日 (2006.5.30)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 　 【 請 求 項 １ 】 　 そ れ ぞ れ 最 高 で ０ ． ２ ％ の Ｃ 、 Ａ ｌ 、 Ｔ ｉ 、 Ｖ Ｎ ｂ れ ぞ れ 最
大 で １ ％ の Ｓ ｉ 及 び Ｍ ｎ の 固 定 の た め に 必 要 と さ れ る ホ ウ 素 、 残 部 の 鉄 及
び 不 可 避 の 不 純 物 を 伴 う 低 合 金 鋼 を 、 溶 融 し 、 キ ャ ス テ ィ ン グ し て ス ラ ブ 、 薄 い ス ラ ブ 又
は ス ト リ ッ プ に す る 、 冷 間 圧 延 ス ト リ ッ プ 又 は 板 の 製 造 方 法 で あ っ て
　 前 記 ス ラ ブ 、 薄 い ス ラ ブ 又 は ス ト リ ッ プ を 、 １ ， １ ０ ０ ℃ を 超 え る 初 期 温 度 及 び Ａ ｒ 3

点 未 満 の 最 終 温 度 で 熱 間 圧 延 し 、 得 ら れ る 熱 間 圧 延 ス ト リ ッ プ を ６ ５ ０ ℃ 未 満 の 温 度 で 巻
き 取 り 、 最 大 で ５ ０ ％ の 冷 間 圧 延 比 で 冷 間 圧 延 し 、 そ し て 得 ら れ る 冷 間 圧 延 ス ト リ ッ プ を
、 前 記 冷 間 圧 延 の レ ベ ル に 独 立 で 且 つ 鋼 の 組 成 に 依 存 し て 可 能 な 限 り 低 温 の ５ ２ ０ ～ ７ ８
０ ℃ の 温 度 で 、 完 全 に 再 結 晶 化 さ せ る の に 十 分 な 時 間 に わ た っ て 焼 き な ま し 処 理 す る 、 冷
間 圧 延 ス ト リ ッ プ 又 は 板 を 製 造 す る 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ２ 】 　
　 　 【 請 求 項 ３ 】 　 前 記 冷 間 圧 延 を 、 ３ ０ ％ ～ ５ ０ ％ の 冷 間 圧 延 比 で 行 う 、

に 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ４ 】 　 冷 間 圧 延 に お い て 、 前 記 冷 間 圧 延 工 程 間 の １ 又 は 複 数 の 中 間 焼 き な ま
し 処 理 を 前 記 ス ト リ ッ プ に 行 う 、 に 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ５ 】 　 Ｃ が ０ ． ０ １ ％ 未 満 で 微 量 合 金 を 伴 わ な い 鋼 、 及 び 任 意 の Ｃ 含 有 物 及
び 微 量 合 金 元 素 を 伴 う 鋼 に 適 用 す る 方 法 で あ っ て 、 前 記 再 結 晶 化 焼 き な ま し 処 理 を 、 ７ ０
０ ～ ７ ８ ０ ℃ の 温 度 の 連 続 焼 き な ま し 処 理 装 置 に お い て 行 う 、 に
記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ６ 】 　 Ｃ が ０ ． １ ％ 超 で 微 量 合 金 を 伴 わ な い 鋼 に 適 用 す る 方 法 で あ っ て 、 前
記 再 結 晶 化 焼 き な ま し 処 理 を 、 ６ ０ ０ ～ ６ ８ ０ ℃ の 温 度 の 連 続 焼 き な ま し 処 理 装 置 に お い

及 び 、 そ
、 Ｎ 量 の 並 び に

、

ホ ウ 素 が Ｎ の ０ ． ７ ８ 倍 超 の 量 で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
請 求 項 １ 又 は

２

請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か

請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か



て 行 う 、 に 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ７ 】 　 Ｃ が ０ ． ０ １ ％ 未 満 で 微 量 合 金 を 伴 わ な い 鋼 、 及 び 任 意 の Ｃ 含 有 物 及
び 微 量 合 金 元 素 を 伴 う 鋼 に 適 用 す る 方 法 で あ っ て 、 前 記 再 結 晶 化 焼 き な ま し 処 理 を 、 ６ ０
０ ～ ６ ８ ０ ℃ の 温 度 の 回 分 焼 き な ま し 処 理 装 置 に お い て 行 う 、 に
記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ８ 】 　 Ｃ が ０ ． １ ％ 超 で 微 量 合 金 を 伴 わ な い 鋼 に 適 用 す る 方 法 で あ っ て 、 前
記 再 結 晶 化 焼 き な ま し 処 理 を 、 ５ ２ ０ ～ ６ ０ ０ ℃ の 温 度 の 回 分 焼 き な ま し 処 理 装 置 に お い
て 行 う 、 に 記 載 の 方 法 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 可 能 で あ れ ば 、 熱 間 圧 延 の 最 終 温 度 は Ａ ｒ 3 よ り も ５ ０ ℃ 低 い べ き で あ り 、 巻 き 取 り 温
度 は 好 ま し く は ３ ０ ０ ～ ６ ０ ０ ℃ で あ る べ き で あ る 。 ０ ． ０ １ ％ ま で の 少 量 の 炭 素 含 有 物
を 伴 う Ｉ Ｆ 鋼 又 は Ｔ ｉ 、 Ｖ 、 Ｎ ｂ に よ っ て 微 量 合 金 化 さ れ た 鋼 は 、 ６ ０ ０ ～ ７ ８ ０ ℃ の 温
度 で 完 全 に 再 結 晶 化 焼 き な ま し 処 理 す る こ と が で き 、 微 量 合 金 化 さ れ て い な い 鋼 は 、 冷 間
圧 延 レ ベ ル に ほ と ん ど 依 存 し な い で 、 ５ ０ ０ ～ ６ ８ ０ ℃ の 比 較 的 低 い 温 度 で さ え 、 完 全 に
再 結 晶 化 焼 き な ま し 処 理 す る こ と が で き る 。
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請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か

請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か

請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か

本 発 明 の 実 施 態 様 と し て は 、 下 記 の 実 施 態 様 を 挙 げ る こ と が で き る ：
（ 実 施 態 様 １ ） 　 そ れ ぞ れ 最 高 で ０ ． ２ ％ の Ｃ 、 Ａ ｌ 、 Ｔ ｉ 、 Ｖ 及 び Ｎ ｂ 、 そ れ ぞ れ 最

高 で １ ％ の Ｓ ｉ 及 び Ｍ ｎ 、 Ｎ の 固 定 の た め に 必 要 と さ れ る 量 （ Ｎ の ０ ． ７ ８ 倍 超 ） の ホ ウ
素 、 並 び に 残 部 の 鉄 及 び 不 可 避 の 不 純 物 を 伴 う 低 合 金 鋼 か ら 、 冷 間 圧 延 ス ト リ ッ プ 又 は 板
を 製 造 す る 方 法 で あ っ て 、

溶 融 さ せ た 後 に 、 鋼 を キ ャ ス テ ィ ン グ し て ス ラ ブ 、 薄 い ス ラ ブ 又 は ス ト リ ッ プ に し 、 こ
れ を １ ， １ ０ ０ ℃ を を 超 え る 初 期 温 度 及 び Ａ ｒ 3 点 未 満 の 最 終 温 度 で 熱 間 圧 延 し 、 こ の 熱
間 圧 延 ス ト リ ッ プ を ６ ５ ０ ℃ 未 満 の 温 度 で 巻 き 取 り 、 冷 間 圧 延 し 、 そ し て こ の 冷 間 圧 延 ス
ト リ ッ プ を 、 前 記 冷 間 圧 延 の レ ベ ル に 独 立 で 且 つ 鋼 の 組 成 に 依 存 し て 可 能 な 限 り 低 い ５ ２
０ ～ ７ ８ ０ ℃ の 温 度 で 、 完 全 に 再 結 晶 化 さ せ る の に 十 分 な 時 間 に わ た っ て 焼 き な ま し 処 理
す る 、 冷 間 圧 延 ス ト リ ッ プ 又 は 板 を 製 造 す る 方 法 。

（ 実 施 態 様 ２ ） 　 冷 間 圧 延 に お い て 、 前 記 冷 間 圧 延 工 程 間 の １ 又 は 複 数 の 中 間 焼 き な ま
し 処 理 を 前 記 ス ト リ ッ プ に 行 う 、 実 施 態 様 １ に 記 載 の 方 法 。

（ 実 施 態 様 ３ ） 　 Ｃ が ０ ． ０ １ ％ 未 満 で 微 量 合 金 を 伴 わ な い 鋼 、 及 び 任 意 の Ｃ 含 有 物 及
び 微 量 合 金 元 素 を 伴 う 鋼 に 適 用 す る 方 法 で あ っ て 、 前 記 再 結 晶 化 焼 き な ま し 処 理 を 、 ７ ０
０ ～ ７ ８ ０ ℃ の 温 度 の 連 続 焼 き な ま し 処 理 装 置 に お い て 行 う 、 実 施 態 様 １ 又 は ２ に 記 載 の
方 法 。

（ 実 施 態 様 ４ ） 　 Ｃ が ０ ． １ ％ 超 で 微 量 合 金 を 伴 わ な い 鋼 に 適 用 す る 方 法 で あ っ て 、 前
記 再 結 晶 化 焼 き な ま し 処 理 を 、 ６ ０ ０ ～ ６ ８ ０ ℃ の 温 度 の 連 続 焼 き な ま し 処 理 装 置 に お い
て 行 う 、 実 施 態 様 １ 又 は ２ に 記 載 の 方 法 。

（ 実 施 態 様 ５ ） 　 Ｃ が ０ ． ０ １ ％ 未 満 で 微 量 合 金 を 伴 わ な い 鋼 、 及 び 任 意 の Ｃ 含 有 物 及
び 微 量 合 金 元 素 を 伴 う 鋼 に 適 用 す る 方 法 で あ っ て 、 前 記 再 結 晶 化 焼 き な ま し 処 理 を 、 ６ ０
０ ～ ６ ８ ０ ℃ の 温 度 の 回 分 焼 き な ま し 処 理 装 置 に お い て 行 う 、 実 施 態 様 １ 又 は ２ に 記 載 の
方 法 。

（ 実 施 態 様 ６ ） 　 Ｃ が ０ ． １ ％ 超 で 微 量 合 金 を 伴 わ な い 鋼 に 適 用 す る 方 法 で あ っ て 、 前
記 再 結 晶 化 焼 き な ま し 処 理 を 、 ５ ２ ０ ～ ６ ０ ０ ℃ の 温 度 の 回 分 焼 き な ま し 処 理 装 置 に お い
て 行 う 、 実 施 態 様 １ 又 は ２ に 記 載 の 方 法 。
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